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す
。
次
に
、
改
善
点
な
ど
問
題

解
決
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

各
校
区
に
よ
っ
て
取
り
組
む

活
動
内
容
に
違
い
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
と
し
て

受
け
止
め
て
い
ま
す
。 

毎
回
、
肩
肘
は
ら
ず
気
軽
に

言
葉
を
出
し
合
え
る
雰
囲
気
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
や
り
と
り
か
ら
、
各
校
区
で

の
取
り
組
み
も
聞
け
る
の
で
、

各
校
区
で
の
よ
う
す
も
わ
か

り
、
参
考
と
し
て
各
自
の
校
区

へ
持
ち
帰
り
活
か
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。 

『
私
は
地
域
の
中
で
は
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
な
の

だ
』
と
の
誇
り
を
持
ち
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

前
進
す
る
力
に
も
な
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
私
自
身
、
毎
回
そ

の
よ
う
な
気
持
ち
で
部
会
の
活

動
に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
」。 

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
長
会

は
、
年
６
回
偶
数
月
に
２３
校
区

の
部
会
長
が
集
ま
っ
て
開
か
れ

ま
す
。 

今
回
は
同
会
会
長
の
竹
林
久

恵
さ
ん
に
会
議
の
よ
う
す
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
先
ず
、
役
員
会
（
各
コ
ミ

セ
ン
エ
リ
ア
か
ら
選
出
さ
れ
た

代
表
６
人
で
構
成
）
で
話
し
合

う
課
題
を
決
め
て
、
担
当
職
員

を
含
め
て
検
討
し
部
会
長
会
に

臨
み
ま
す
。 

部
会
長
会
で
は
そ
れ
に
対
し

て
各
自
で
意
見
を
出
し
合
い
ま 

 

23 校区の部会長出席のもと、活発な意見や質問が飛

び交い、各校区の活動の広さがうかがえる部会長会 

＝ 保健福祉センター会議室1・2で 

 

社
協
に
は
、
各
小
学
校
区
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
は
主
に
高
齢
者
サ
ロ

ン
・
子
育
て
支
援
・
個
別
援
助
な
ど
の
活
動
を
担
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
部
会
の
代
表
で
部
会
長
会
が
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。 

☆ボラティア相談員も出席☆ 

 部会長会には、ボランティア

相談員も出席して、活動内容を聞

いたり、需給調整の実情などの情

報交換をしたりしています。 

※本紙中「社協」とは寝屋川市社会福祉協議会のことです 
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社
協
は
平
成
８
年
、
運
転
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、

体
が
不
自
由
で
外
出
な
ど
が
困

難
な
方
の
た
め
の
移
送
サ
ー
ビ

ス
を
は
じ
め
ま
し
た
。 

同
１６
年
に
は
「
移
送
サ
ー
ビ

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

レ
イ
ン
ボ
ー
」
が
誕
生
し
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 

 

 

つ
い
て
の
資
料
づ
く
り
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。 

 

「
社
協
で
保
険
に
も
加
入
し

て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
新

し
い
力
を
待
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
多
く
の
人
々
に
感
謝
さ
れ

る
有
意
義
な
時
間
を
み
ん
な
で

共
有
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
仲

間
が
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

□
毎
月
１
回
連
絡
会 

□
車
の
愛
称
は[

ほ
ほ
え
み
さ

ん]

と[

さ
わ
や
か
く
ん]

で
す
。 

 

車
い
す
ご
と
目
的
地
に
、
乗
車
の
際
も
細
か
い

心
遣
い
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

○
車
い
す
の
時
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
で
こ
ぼ

こ
の
多
い
道
は
振
動
が
大
き
く
伝
わ
り

ま
す
が
、
注
意
深
く
避
け
て
く
だ
さ
り
快

適
に
移
動
で
き
ま
す
。 

○
お
か
げ
さ
ま
で
、
地
域
の
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
に
参
加
で
き
ま
す
。
細
か
い
気
遣

い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

○
い
つ
も
優
し
く
関
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
で
す
。 

 

当
グ
ル
ー
プ
に

は
運
転
以
外
に[

事

務
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア]

も
あ
っ
て
、
利
用
者

の
行
き
先
な
ど
に

く 
 

１
月
２３
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
は
「
施
設
・
団
体
向

け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
説
明
会
」
を
開
き

ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
最
近
増
加
傾
向
の
施

設
や
団
体
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
依
頼
に
つ
い
て
、依
頼
者（
施

設
・
団
体
）・
調
整
者
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
相
談
員
）・
活
動
者
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
三
者
間
で
需
給

調
整
を
よ
り
円
滑
に
す
す
め
る

た
め 

 

 

 

ボランティアセンターでは、平成 24 年

度の団体と個人登録の受付をしています。 

詳細は下記のとおりですので、継続登

録・新規登録をご希望の方は当センターま

で手続きをお願いします。 

１．登録期間：平成 24 年４月１日～平成

25年３月31日 

２．提出期限：平成24年３月31日まで 

３．ボランティア保険の加入手続きは申請

書の提出時、または活動開始時まで。 

くわしくは、事務局までお問い合わせくだ 

さい。電話 072-838-0400 

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
三
者
間
で
需
給

調
整
を
よ
り
円
滑
に
す
る
た
め
の

も
の
で
、
１７
団
体
（
２４
人
）
と

相
談
員
７
人
が
出
席
し
、
説
明
や

意
見
交
換
が
進
み
ま
し
た
。 

相
談
員
の
こ
え
□
■
□ 

 

双
方
の
事
情
な
ど
を
話
し
合

え
た
こ
と
で
、
共
通
認
識
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
の
円
滑
な
活

動
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。 
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ボランティア活動調整報告  【当ボランティアセンター取り扱い調整分（施設・団体に限定）】 

月 活 動 日 
活  動  先 

〔施設・団体〕 
活動分野 活動内容 

人

数 

対   応 

〔ボランティア・校区・団体〕 

12 

1 グランダ 香里園 高 齢 者 行事援助 1 百楽の会 

1 スペシャルオリンピックス大阪 障 害 者 行事援助 2 個人 

3・10・21・22 グリーンヒル淳風 高 齢 者 行事援助 8 明和・東・明徳宇谷・個人 

6 さくら草 身体障害者 訓練補助 2 成美 

6・20 デイサービス友遊 高 齢 者 行事援助 4 東 

13 つかさの家 高 齢 者 行事助援 4 個人 

15 筋難病 ひまわり会 障 害 者 訓練補助 1 中央 

15 グランダ 香里園 高 齢 者 行事援助 3 歌体操寝屋川グループ 

19 ボランティアセンター  通信折込 3 個人 

20 市健康増進課 乳幼児 保  育 7  田井石津・和光・桜 

20 樹楽「団らんの家」香里園 高 齢 者 行事援助 1 個人 

20・21・22・23・24 寝屋川十字の園デイサービスセンター 高 齢 者 行事援助 10 個人 

22 香西園デイセンター 高 齢 者 行事援助 8 ばらの会 

１ 

 

9・10 寿楽園うずまさ 高 齢 者 行動援助 6 第五 

10 寝屋川ケアセンターそよ風 高 齢 者 行事援助 1 百楽の会 

14・18・21・27 グリーンヒル淳風 高 齢 者 行事援助 8 明和・東・明徳宇谷・個人 

15 新仁和寺自治会 高 齢 者 行事援助 4 夢楽らいぶ一座 

15 グランダ香里園 高 齢 者 行事援助 10 大阪睦会 

16 白井内科デイケア 高 齢 者 行事援助 8 ばらの会 

17 デイサービス友・遊 高 齢 者 行事援助 2 東 

19 筋難病 ひまわり会 障 害 者 訓練補助 1 中央 

19・26 スペシャルオリンピックス大阪 障 害 者 行事援助 3 個人 

24 デイサービス友・遊 高 齢 者 行事援助 7 河北民踊同好会 

27 みいデイサービスセンター 高 齢 者 行事援助 4 夢楽らいぶ一座 

 

 

１
月
２７
日
、
２
月
３
日
、
１０

日
、
２４
日
の
４
日
間
に
わ
た
り

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
『
傾
聴
』

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を
開
き

ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
１４
の
耳
」
代
表
の
笹
木 

庸
子
さ
ん
と
寝
屋
川
認
知

症
予
防
普
及
委
員
会
「
ほ
ほ

え
み
隊
」
代
表
の
戸
田
正
己

さ
ん
を
迎
え
、「
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
は
？
認
知
症

に
お
け
る
傾
聴
の
効
能

は
？
」
に
つ
い
て
。 

 

講
義
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

を
と
お
し
て
の
講
座
に
参

加
者
は
・
・
・
・ 

□
人
の
思
い
に
寄
り
添
っ 

 

講
師
の
話
に
メ
モ
を
と
り

な
が
ら
聞
き
入
る
受
講
者 

て
聴
く
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。 

□
聞
き
手
の
表
情
や
う
な
づ
き

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

□
事
例
と
て
い
ね
い
な
説
明
で

認
知
症
に
つ
い
て
よ
く
理
解
で

き
ま
し
た
。 

と
の
感
想
を
残
し
ま
し
た
。 
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障害者の息子と２人でイタリアツアーに

参加しました。 

現地も 20 数年ぶりの寒波や積雪で大混

乱。高速道路の閉鎖で列車での移動になり

ましたが、ツアーでご一緒だったイタリア

人の男性が、30以上のトランクを整理して、 

 

 

 

 

 

ホームに着くと、リレーで下ろして運んで

くださり、凍結した道では声かけや手をつ

ないで助けてくださいました。寒くて大変

でしたが、やさしい親切に囲まれて、心温

まる旅になりました。     (Ｍ) 

 

け
て
、
傾
聴
に
つ
い
て
の
講
義

や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
体
験
し
ま

し
た
。 ～

参
加
者
の
感
想
～ 

○
充
実
し
た
内
容
に
、
１
日
が

短
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

○
「
聴
く
」
と
「
聞
く
」
の
違

い
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

○
友
達
や
家
族
の
中
で
も
意
識

し
て
、
日
常
的
に
傾
聴
を
心
が

け
る
よ
う
に
し
た
い
。 

○
話
し
相
手
の
感
情
を
つ
か
む 

 

 

「
１４
の
耳
」が
設
立
１０
周
年

の
節
目
と
し
て
、
講
座
を
開
催
。 

で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
が

傾
聴
の
基
本
を
学
び
、
地
域
で

の
活
動
や
社
会
参
加
に
つ
な
が

る
こ
と
、
ま
た
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
普
及
、
発
展
の
た

め
に
と
の
願
い
を
込
め
て
の
も

の
で
す
。 

講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｋ
ｅ

ｉ
Ｃ
ｈ
ｏ
ネ
ッ
ト
理
事
長
の
武

藤
圭
子
さ
ん
を
迎
え
、
１
日
か 

 

２月13日、登録団体のネット

ワーク北河内・傾聴ボランティ

ア「14の耳」主催で、傾聴基礎

講座が開かれました。 

 

 

□ 場所：サンセール香里園（介護付有料老人ﾎｰﾑ） 

□ 条件：ヘルパー２級以上の有資格者 

□ お問合せ：当会ボランティアセンターまで  

TEL 072-838-0400 

 

□ 内容：入居者の話し相

手、車いす介助（移乗

介助なし） 

こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。 

○
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
で
、
話
し

相
手
の
希
望
者
が
多
く
今
回
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た
い
。 

～
担
当
者
の
感
想
～ 

○
長
時
間
に
わ
た
る
講
座
で
し

た
が
、
進
行
と
と
も
に
緊
張
感

も
緩
和
さ
れ
、
終
了
時
に
は
和

や
か
な
雰
囲
気
で
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

話
し
手
、
聴
き
手
、
観
察
役
で
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
を
し
、「
聴
く
」
を
体

感
す
る
受
講
者 

 

あ
の
大
自
然
の
恐
怖
か
ら
１

年
が
経
ち
ま
す
▼
こ
れ
だ
け
文

明
の
進
ん
だ
今
日
に
あ
っ
て
、

な
す
す
べ
の
な
か
っ
た
瞬
間
を

目
の
当
た
り
に
、
人
知
の
は
か

な
さ
を
▼
同
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
含
む
関
係
者
ひ
と
り
一

人
の
力
の
集
結
で
進
み
ゆ
く
復

旧
に
人
心
の
大
な
る
を
実
感
し

て
い
ま
す
。 

 
 
 

（
智
） 


